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住宅量産と不燃構造

住宅問題をめぐつて【2〕建築一同

　　藤田　いささか係談かもしれない

　が，口本の全膿の経濟の貧しさで，

　貧乏人の所謂じり貧経濟から，木造

　建物なんか誰も好んで建てるわけで

　はなく，安いがらfi：eXD：　faく建てて

　いるのだ．すぐこわれたら建て乏え

　なければたらぬから，ますます貧乏

　になつて行き，燃えるということを

　承知でまた木潅で行く．こういら悪

　循環を繰りかえしているとい5こと

　だろうと思う．これがどこで樽換で

　きるかは行政的に非常に大をな問題

　で，よいチャンスをれらつてtそこ
●

　にだんだん持つて行かなければなら

　ぬのである，しかし技術上の問題と

　して，從來のあの金のかかる鐵筋コ

　ンクリρ卜建築に捉われておつては

　いかぬ．そういう前提で簡易で安い

不燃木造，或は難燃性の建物を生産

技術も煽味して進歩的な方法でつく

　つて行くかということは，非常に望

　みのある明るい問題ではないかと、慰

　うわけである，

　　それから最後に一つ，建物の現在

老朽瓶況に關して，もウとはつ匙り

國民全醗に認識させて行くことを一

ワの政策に入れるぺきだということ

である．如何に今日の建物が修理を

怠り腐りつつあるか，そのため地震

や風があれば，倒．tuんでもよいのに

倒れるという欺況にあるか，を明か

にするということであつて，京都，

金澤の例ではちよつとどうかしたら

壊れそうで，今のうちに手を加えな

砂れば安全を保しがたいというのが

約一割あるのです．全國t；　t（ういう

割合であるかどうかは調査の進行を

特たなければならないが，このよう

　な箕情を放置しておつてはならぬ・

・そういつたことを明かにし世に訴え

るということに抑しすすめなければ

ならぬと思う．

　住宅というものが大きな問題であ

るにもかかはらず，今までどうも輕

　く見ら＊Lる住宅の効用，住宅のあ）

がたさというものに封する口本人の

轟忍識h：低ヤ、とv、うこと，　これ竜‘主宅

政策の根源をなす一つの問題で，住

宅が劣働力を再生産する施設として

非欝に重要なものであるということ

なんかは，やはり利・學者がはつきり

した資料を持つて，雷局者やまた一

般大衆にも知らせ啓蒙する必要があ

る．

住宅量Eの問題

　小”　次に清水さんに特異な存在

の建築家の一一人として全般にわたつ

てなにかお話を＿＿＿＿

　清水

それでは

私は全然

立揚がち

がつてい

るので膀

手な立場

から申し

上げたい

と思う・

それはただ今藤田さんからお話があ

つたf主’．ヒの」曾産というようなことに

も關係するのです．

　いつたい口本の今までの住宅とい

うのは元來手工業にあうように育て

上げられている．われわれの會祉で

10坪の家を建てる場合，大工が建て

るととても安いが，われわh，はその

値段では引合わない．これは全然話

しが別になるがレ或る所で今建具の

ような電のは安くしなければならぬ

からというので大規模な建具工揚を

造ワてみよう，じやないかというの

でやり始めた．ところがまんまと失

敗してしまつた．どうしても撮算が

取れない，それで潰れたあとで皆の

いい草が建具屋というのは背から大

きなものはない，建具屋で大威功し

て大企業になつたものはない，小さ

いから建具屋というものは成立して

いるのだというζとにやつと氣がつ

いた．

　それはどういうわけかというと，

建具そのものに手工業性というもの

があつて，物の形からこまかい仕口

まで手工業的な性格力：浸透している

それをいまさら日本の内地で工場童

産したところで大して安くならない

という結論になるのだろうと思う．

つまり今の木渣佳宅に關するかぎり

小さく手工業的にやつたときに初め

て比較的廉便なものができる．そう

いうのが一つの現實性を持った結諭

だと思う．ところが職翁の途中から

でしたが，住宅を大最生産しようと

するが安く行かぬ，アメリカの自動

車の生産のように大量生産をやウて

みると，實際はできなかつた．それ

はどういうわけかというと，私の想

像ですが，すでに手工業として完威

したものを大量生産にしてみたとこ

ろで，そんなに簡軍に安く行かない

大最生産をするためには根底から新

らしい形式を新らしく生み出さなけ

れば大量生産の醍醐味はわからない

のだと思う，こういう簡軍な結論に

なってしまうのではないかと思う・

　駿後，いろいろなものを大量生産

としてやつていたところが韓換して

工揚住宅生産協曾というものがで嚢

た．ここでは大工S：31（’際にやつてい

るが，工揚駆産をやるとかえつて高

くなつてしかたがないという落だつ

た．っまり内容と形式が全然ばらば

らである．大量生産の研究をこれか

らおやりになるのだつたら，こんな

黙は大いに問題になるのではなv’か

と思う．

　しかし大量生産はぜんぜん建築の

上では無意味かというと私はそうは

考えない住宅の大藁：生産をする一〇

の根底をつくるのでなけ：ILばいけな

い．まず第一に，rl本の生活様式に

あま1）に手工業的な口本住宅という

ものが浸透し，手工業的ft宅に適賞

したような生活様式ができてしまつ

ている．だからまず生活様式という

ものをここで一慮きり替えなければ

ならぬ，第二には大鑑生産といウた
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ところで，例えばブロックとか部材

というものを大最生産し’r一軒一軒

の家を捷てたのでは，大量生産贋格

を低廉にするという目的が差せられ

ない．どうしても大量生産住宅に關

するかぎり大童計聲，大量建設，こ

ういうようなものと三位一盟になつ

て初めて効果が上げ得ると思つてい

る．

　これがほかの工業材料やなにかで

したら海外市揚が求められる．そう

して目本國内で生産i11の一部を消費

すると同時鴎鯨分の品物を海外に

責りこむことにょつて需要を搬大し

工場を按張して更に誤格を低下させ

るとレ、うことカlrC°きる．　ところがこ

の小さな日本の中で，わずか360萬

戸ぐらいの住宅を目的として大量生

産の工場計書をしたところで，そう

大した効果は上げられない．その効

果を可及的に．可能にするためには大

貴計叢，大量建設という方

向で，型産住宅の需要のか

蓬られている黙をカバーし

なければだめだろうと思
う．

　大量計豊，大景建設にな

つて，先ほど鎌田さんのお

つしやつた問題に再び峰着

ナるのである．この國家，

重h會，佐宅，こういうようなものの

蓮繋がつよくできるかどうか．占領

された日本の國でそういうことがで

豊るかどうか私はしりませんが，そ

ういうことがで琶なければ大量生産

なんぞここであkらめて，大工にや

らせた方が私は手間も省けてよいの

ではないかと思います．

　もう一つ生活様式を量えろという

ことは，根本曲にいうと住宅の生産

1手段というものが：i三膿にならなけV，L

ばならねということです．生活様式

とかいままでの風習というようなも

のは一慮無親して．聾産によつてどん

どん住宅がつくり得るという枠のtll

に日本人の組織なり風習を逆にはめ

こんで行くという強硬手段を取る必

要があると思つています．

木造住宅の將來

それが零になつてしまうとは思えな

い．木造佳宅の多くの美黙というも

のも忘れられないと思う．たとえば

大都市の都心部では木造はだめだと

レ、うカ｝もしれな）、カ㍉　これをFll園都

出
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市的に計孟Lた際にはこれがいつた

いどうなつて行くか，そういうもの

を漣當とする立地條件もあるにちが

　　↓

　小野　木造佳宅は將來どうなるか

　鐡田　木§畳住宅には訣思占がある．

しかし帆貼があるからといつて全然

￥工業では

から壁とか天井屋根というものをr

私はもうすこし人工的な加工したも

のにすれば大量生産は可能となる・

折裏的なものとして適所に木材を使

つて行くということにしたらできる

と思う．

　小聾　從來の手工業的な口本の大

工の技法のよいところを幾すという

意味がら木造もよいけれども，そう

ではない生産計甕に則つていま清水

霜のいうように東洋的t習慣などは

犠牲にして行くという方面にまで徹

底するか，もっと人工材料をとり入

れ荘・天井などにねり物のようなも

のを使つて從來の大工構造は放逐し

てしまつたらよいか．

　清水・木造構造を放遂して外側ぱ

他の材料で造つたとしてもr室内に

は木造を使うからね．

　池邊　生産様式の攣革といつて＄・

　　　　材料が餐らなければ根本醒

　　　　愛化は考えられないと思ラ

工場：生産で（t

　第4圖　生産か式と住宅の形式

いない。だからそれは日本の今の材

料或は旺本の資材關係からくると思

うが，全部木造がだめだということ

にはなロ得ないと思う．

　陪田　木造は饗えろということで

すか，實は日本ではあまりにこれを

濫用していると思う．

　滴水　簡軍に燃えたいようにすれ

ば，こんなよいものはないのですか

らね．

　池邊　ロイ；の木材を使つて大景生

産1iiマtによつてこ膨を作つて行くと『

いう際には，アメリカなどの大二きな

材を使う場含とくらべると困難があ

るのではないか．今の木付を経濟的

に使つて行くにぱやはり手工業的な

ものが硬るのではないかと思いまナ

これ1よ製材工揚などの木取りの方法

などをみると量産的にはやれ・ないよ

うな氣がする，

　塵田　だいたい建物の古材を使つ

て小屋などを造るなどというのには

貴に便利なものだと思うのです．だ

ブロック構蓬批判

　　　　小野　次に構造の問題に

　　　はいつていま不燃fヒ構造と

　　　　して學校とかアパートなど

　　　にブロック構造という亀の

　　　　を錐田さんの方でやつてお

　　　　られるのですが，このプ”

ック構造は現朕から見てどうですか

藤田　いま8種歎から10種類の
ブPック構造がある．

　　　　　　　　　　　　坤井

あの中で

架構式構

造といワ

ているの’

が田邊さ

んとか東

邦建設の

ものでず

あとはだ

いたいいわゆるブロック構邉，組積

式構造である．この前の委員會では

構造的な見地からこれを検討すると

いうことであつたが，だいたいこの．

糖造が耐火建築であるということは

一磨認めて，後は耐震という見地か

ら橡討したのです．

　理論としてどういう風にこれを認

定して行くかはむずかしいことで，

じつはすでにこの種の構渣として熔
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瓦渣，石造があるが、それが行われ

た噂代に少ししか構邊的なデーター

　　第5圃　組積式ブロック構造

がなく，煉瓦造石淺は地震に弱いと

いうことになつていて新らしい研究

．をするデーターがなにもな

1い．それで非常に困難を來

．すわけなのです．だいたい

煉瓦造並に石造には耐震性

．がないということから山襲

して結局は要所要所を鐵筋

＝ンクリーFの杜なり梁な

りを使うということで補強

．を勧告したりして，これで

よろしかろうということに

一なつたのがだいたい結論だ

．．つたと思う．その外に賞然
．

石を使うというのもあつアニ

・．がこれはセメントを節約し

たのです．

　それでだいたいにおいて

，いままでの煉瓦造の概念で

もつてブロック楕i造という

ものを猜えるが，それに二よ

η人コニ的な新らしい考えを

．盛りこまれているから，「防

火的には優秀な材料であ

ると思う．ところがさきほ

どいわれたように工揚生産

．品としては振動特に陶げ

に封する強度が弱いという

．列定になる．その補強にっ

様

技術とにらみ合わせて，よワ愼重な

工法が必要だろう．現在は2階建て

の程度で粗嘗程度の地震に耐えらn

るだろうという結論に達した．しか

しなカ：ら折的不燃建築をやる以上遣

作・建具の不燃化にも進参たいよう

な氣もする．これらの改善について

は少くとも試作をして實物或は非常

にそれに近い模型を作つて耐震度を

刎定してからでないとはつきりした

’結諭が得られないから．　ど1’どし試

作するということが大事なことでは

ないかと思う．ロ1邊式の1のはこの

黙で非常に有利であつた．　　　　　．

　小野私もブロック構造の委員曾

に出て委員として主張したのですが

プロツク構澁というものを鐡筋で補

強してねばりを持たせるという考え

方はブロック本來の委ではない．厚

い壁で鐵筋を使わないで本常にスタ

　　　　　」1．
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風旧

．いてはいろいろな方法があるのです

．が，だいたいプPック構造はもろい

ということから要所にねば）を持た

す勧告，それから衣にコネクション

駈の問題がでてくる．そこらに現場と

／

　第6圖　架橋式プロツク藩造

ビリティに頼つて行くような構i造が

本來の委ではないかという風に思う

のですが，よけい使えば使うほどね

ばりがでるということは鐵筋コンク

リート建物でも肯けることであつて

資材が許す時期になつたら，全部鍛

驚にLてしまう方が氣持がよいと思

う・　ブロックもいまのような手旨導方

針でしかもあの／周定では徹底的な信

頼性は持てない．

　圷井いまの構造で一般プ。ツク

構造は組積式だから，あのtまgeつ

たら耐震性がないからだめだという

ことになb．しかしその生産過程に

鐵筋：1ンクリート構造との違いがあ

つて・そこに大量な特色があるとい

うことがいえる．プ・ック構造でtt

そういうところに特色があるのだか

ら，それに封してねば口を強めると

かいろいるの解決方法があるだろう

と思う．

　小賢　要するに今はブロック構造

らしい形が都市不燃の計垂に鷹じて

　　　出てくるがそういう揚合に

　　　壁が厚くなり，窓が小さく

　　　なるというのはブロック構

　　　造の必然性だと思う．日本

　　　の氣候で窓が小さく壁が多

　　　いということは健康上どう

　　　かという閏題は？

　　　　勝田　やはり適さないだ

　　　ろうと思う．口奉では闘口

　　　部がすく・なくて酒風を遮断

　　　するというような方法で建

　　　てると曳などは住みよくす

　　　るために通夙の機械設備や

　　　熱の詮断が必要となるから

開放的な構造で自然に風を

入れるような構逡に持つて

行くのが適嘗と思う．ブロ

ック構造には開放的にIH來

ない不便があるの．ではない
カ」と匙正う1．

　iJs野　 ブロック構造は時駈

代の町型児のような感じを

受けるのですがね．

　鎌田ブロックでも架構

式のものならよいと思う．

組積式なら結局開放度が．

　池遵　ブロックで通風を

よくするには煙突などを付

ける方法もあろうが，陽を入れるた

めには結局規模の大琶なものはで蛮

．ないのではないかと思う．ブロック

で相営大きなものを造るのは現股に

合わなくなる．（次醜に緩く）
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